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無断転用・転載を禁じます。 

資格の大原 2023 年３月 14日（火）17 時現在 

第 32回（2023 年３月検定） 

建設業経理士１級原価計算 解答速報
模範解答および採点基準は、学校法人大原学園が独自の見解で作成しており、試験機関による本試験の結果等について

保証するものではありません。また、予告なしに内容を変更する場合があります。模範解答等の著作権は学校法人大原学

園に帰属します。 

〔第１問〕（20点） 

  問１（10点） 

          10         20    25 

５ 

10 

財務諸表作成のための実際工事原価の計算は、費目別原

価計算、部門別原価計算、工事別原価計算の 3つのステ

ップで行われる。第一次の計算段階である費目別原価計

算とは、一定期間の原価要素を費目別に分類測定する手

続きをいい、財務会計における費用計算である。第二次

の計算段階である部門別原価計算とは、費目別原価計算

で把握された原価要素を原価部門別に分類集計する手

続きをいう。第三次の計算段階である工事別原価計算と

は、原価要素を一定の工事単位に集計し、単位たる工事

別原価を算定する手続きをいう。 

  問２（10点） 

          10         20    25 

５ 

10 

標準原価には、状況や環境の変化に応じて改訂していく

場合と、一度設定した後は、これを指数的に固定化して

使用していく場合とがある。前者を当座標準原価、後者

を基準標準原価という。当座標準原価は、作業条件の変

化や価格要素の変動を考慮して、毎期その改訂を検討す

る標準原価である。これは原価管理目的だけでなく、棚

卸資産評価や売上原価算定のためにも利用しうるもの

で原価計算基準の立場である。基準標準原価は、経営の

基本構造に変化のない限り改訂しないものであるから、

一定水準とのすう勢的な比較を目的としたものである。



無断転用・転載を禁じます。 

〔第２問〕（10点）各 2点×5ヵ所  

記号（ア～タ）        

１ ２ ３ ４ ５        

キ オ サ ク ソ        

〔第３問〕（14点）問 1・問 2：各 3点×4ヵ所、問 3：2点 

問１     

    運転 1時間当たり損料額 ￥ 4,150    

    供用 1日当たり損料額 ￥ 20,200    

問２     

    Ｍ現場への配賦額 ￥ 143,050    

    Ｎ現場への配賦額 ￥ 483,100    

問３      

 ￥ 168,150   記号（ＡまたはＢ） Ｂ  

〔第４問〕（20点）各 4点×5ヵ所 

問１     

 1,367,500  千円   

問２     

 3.7  年  

問３     

 15  ％  

問４     

 183,782  千円   

問５     

 4.8  年  



無断転用・転載を禁じます。 

〔第５問〕（36点）★印各 4点×3ヵ所、 印各 2点×12 ヵ所 

問１ 走行距離 1㎞当たり車両費予定配賦率    

車両Ｆ   820 円/㎞ 

車両Ｇ   760 円/㎞ 

    問２ 

  工事原価計算表

  20×7 年 7月     （単位：円） 

工事番号 ７８１ ７８２ ７８３ ７８４ 合 計 

月初未成工事原価  273,010 142,280 ――― ――― 415,290 

当月発生工事原価  

１．材料費  

（1）Ａ仮設資材費 0  25,020 15,920 38,200 79,140 

（2）Ｂ引当材料費 69,010 144,200  151,410 204,970 569,590 

〔材料費計〕 69,010 169,220 167,330 243,170 648,730 

２．労務費 76,100 144,110 147,010  116,850 484,070 

(うち労務外注費) 24,100 58,310 48,210 28,450 159,070 

３．外注費  47,109 69,880 195,200 111,900 424,089 

４．経  費  

 (1)車両部門費 4,620  21,940 37,980 33,880 98,420 

 (2)重機械部門費 13,020 21,483  24,738 22,134 81,375 

 (3)出張所経費配賦額 14,500 29,000 34,800  20,300 98,600 

〔経費計〕 32,140 72,423 97,518 76,314 278,395 

当月完成工事原価 497,369 597,913 607,058 ―――  1,702,340 

月末未成工事原価 ――― ――― ――― 548,234  548,234 

     問３ 

 ① 材料副費配賦差異 ￥ 2,110 記号（ＡまたはＢ） Ａ 

 ② 労務費賃率差異 ￥ 8,300 記号（ 同 上 ） Ｂ 

 ③ 重機械部門費操業度差異 ￥ 2,175 記号（ 同 上 ） Ｂ 


